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研究結果の概要 

 

■実験環境の構築 

 噴霧治療薬の噴霧の微粒化形態を評価する

ために実験環境の整備を行った．本研究課題で

作成した定容容器の写真を図に示す．光学撮影

に必要な定容容器の作成を行った．詳細な噴霧

観察を可能にするため，4 方に観察窓を設置

し，ノズル出口を観察できる形状とした．観察

窓の可視範囲はφ100 mmである．また，吸気

に対応できる様，負圧耐圧仕様とした．次年度

では本装置を使用し薬剤の噴霧機構の可視化

を行う予定である．可視化は高速度ビデオカメ

ラによる直接撮影により噴霧機構を測定する． 

また，排気系はブロアによるものとし，排出ガ

スの処理系も構築した． 

 

■数値計算環境の構築と整備 

 数 値 計 算 環 境 の 構 築 を 行 っ た ．

Ubuntu14.0.6 に計算環境の OpenFOAM 

ver.3.0.1 を構築し噴霧計算を行った．図は

sprayFoam による数値計算結果である．上部

から噴霧した液滴によって，周囲空気に流れが

発生している．液滴の分裂をモデル化し，微細

な液が広がる様子を再現することが可能とな

った． 

今後の展開 

作成した定容容器を用いて，噴射ノズル出口における噴霧形態の評価を行う予定である．評価項

目は噴霧形状と微粒化形態を想定している．また，実験結果を数値計算結果と比較，評価し，実

験結果を再現できる数値計算手法を構築する予定である．数値計算は OpenFOAM をベースとし

て開発を行う． 

 

 

 

図 1 噴霧観察用定容容器 

 

図 2 数値計算結果（液滴と周囲速度ベクトル） 


